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　元ちゃんの

    　今 年 の 天 気　　「夏」　
旧暦 ： 卯月一日～水無月三十日　新暦 ： 令和元年5月5日～令和元年7月31日
１. 元ちゃんの旧暦予想 「夏」　
同  流  麦  秋　    （暦どおりに流れる麦の秋）
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夏の始まりは新暦5月5日。立夏が新暦5月6日ですから、夏もほぼ暦通りにスタート。夏は立秋よりは少し前に終わりを迎えます。「ほぼ平年通りに流れる夏、ただちょっと早めに終わるかも」と予想します。 “梅雨入り”は 例年並みか、少し早め。暑さが本気を出すのは6月初旬(新暦)頃からでしょう。豪雨には注意してください。
青みどろ 麦の秋にて 黄となれり（山口誓子）
(写真：赤肉ネットメロン：マリアージュ＜新暦7月21日＞)
2． 今年の 「夏」　
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季節事象
	観測日（新暦）
	観測日（旧暦）
	平年差

	梅雨入り（関東甲信地方）
	6/7
	皐月五日
	-1

	アジサイ開花日（銚子）
	6/17
	皐月十五日
	+3

	ミンミンゼミ初鳴日(水戸）
	7/24
	水無月廿二日
	-7

	梅雨明け(関東甲信地方）
	7/29
	水無月廿七日
	+8


平年差 ： ＋＜遅い＞　ー＜早い＞　　　　　　　　　　　　　【気象官署の季節観測】

新暦5月は、高気圧に覆われて晴れた日が多くなり、北・東・西日本日本海側や北日本太平洋側では、新暦1946年の統計開始以来新暦5月としては1位の多照となりました。となれば当然降水量は少なくなり、これまた西日本日本海側では統計開始以来、新暦5月として1位の少雨となったようです。気温も高かくなりました。少し早めの夏の入りですかね。一方、新暦6月中旬以降は寒気に覆われることもあり、東・西日本では気温が平年を下回る時期もありました。さて、梅雨入りですが、西の地方は遅れたものの、関東地方では平年並みで、これは予想通り！ただ、梅雨明けは予想に反し遅くなりましたが…。新暦7月は雨や曇りの日が多く、全体的に気温があまり上がりませんでした。そして何より豪雨。豪雨に注意の夏、との予想も的中！初旬の九州、四国地方を襲った集中豪雨。中旬の台風5号による九州北部の大雨。そして下旬の台風6号（令和初の上陸台風）。さらに新暦7月20日には長崎県の五島列島と対馬市で大雨特別警報が発表されました。
3． 元ちゃんの 「夏」　
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ハクウンボク満開　　　　　　　 桑の実  　　　　　　  ストロベリームーン　   　まだ梅雨なのにひまわり満開
 卯月一日(元/5/5)   　   卯月廿二日(元/5/26)  　　  皐月十五日(元/6/17)      水無月十二日（元/7/14）
4． 元ちゃんの旧暦予想 「秋」　新暦元.8.1～元.10.27
早  訪  竹  春　 　（暦より早い訪れ竹の春）
新暦8月1日からが秋で、平年並みか、少し早めの“秋入り”と予想。本格的に秋を感じ始めるのは、9月初旬(新暦)頃から。秋冬野菜の種まきは、ほぼ例年通りか少し早めで。この年は、台風、秋雨前線等による水害に注意した方がよいでしょう。十五夜（芋名月）は新暦9月13日、また十三夜（栗名月）は新暦10月11日。

七賢の 正月來たり 竹の春（正岡子規）
なんだかんだ言っても旧暦！

















